
令和 2 年 3 月 13 日 

新型コロナウイルス感染症対策のための 

一⻫臨時休業中の生徒の外出について 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の見解を踏まえ，一⻫臨時休業中の生徒の外

出については，以下の点に留意していただきたいと思います。ご協力をお願いいたします。 

 

（１）軽い風邪症状（のどの痛みだけ，咳だけ，発熱だけなど）でも外出を控えること。 

 

（２）規模の大小に関わらず，風通しの悪い空間で人と人が至近距離で会話する場所 

やイベントにできるだけ行かないこと。 

参考：「新型コロナウイルス感染症対策の見解」（新型コロナウイルス感染症対 

策専門家会議）https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/newpage_00011.html 

 

２ 文科省では，新型コロナウイルス感染症に起因するいじめ，偏見，ストレス等の問題等

に関し，相談窓口（「24 時間子供ＳＯＳダイヤル」等）を行っています。 

   電話番号 ０１２０−０−７８３１０ 

（子供たちが全国どこからでも，夜間・休日を含めて，いつでもいじめやその他の SOS

をより簡単に相談することができるよう，全都道府県及び指定都市教育委員会で実施

しています。下記のダイヤルに電話すれば，原則として電話をかけた所在地の教育委員

会の相談機関に接続します。） 

 

３ 本校では，生徒の相談に応じ，必要に応じて養護教諭やスクールカウンセラー等による

支援を行ったり，必要な場合はスクールソーシャルワーカー等を活用する準備をしてい

ます。支援が必要と感じた場合は，学校へご連絡ください。適宜に生徒の心のケア等に配

慮したいと考えています。 

 

電話番号 那珂湊高校  ０２９−２６２−２６４２ 



≪参考≫ 

新型コロナウイルス感染症対策専門家会議からの引用 

「新型コロナウイルス感染症対策の見解」 

この見解は，新型コロナウイルス厚生労働省対策本部クラスター対策班が分析した内容

に基づき，専門家会議において検討した結果をまとめた見解です。 

現在までに明らかになってきた情報をもとに，我々がどのように現状を分析し，どのような

考えを持っているのかについて，市⺠に直接お伝えすることが専門家としての責務だと考

え，この見解をとりまとめました。 

なお，この内容はあくまでも現時点の見解であり，随時，変更される可能性があります。 

（１）症状の軽い人からの感染拡大 

これまでは症状の軽い人からも感染する可能性があると考えられていましたが，こ

の一両日中に北海道などのデータの分析から明らかになってきたことは，症状の軽い

人も，気がつかないうちに，感染拡大に重要な役割を果たしてしまっていると考えられ

ることです。なかでも，若年層は重症化する割合が非常に低く，感染拡大の状況が見え

ないため，結果として多くの中高年層に感染が及んでいると考えられます。 

（２）一定条件を満たす場所からの感染拡大 

これまでに国内で感染が確認された方のうち重症・軽症に関わらず約８0％の方は，

他の人に感染させていません。 

一方で，一定条件を満たす場所において，一人の感染者が複数人に感染させた事例が

報告されています。 具体的には，ライブハウス，スポーツジム，屋形船，ビュッフェ

スタイルの会食，雀荘，スキーのゲストハウス，密閉された仮設テント等です。このこ

とから，屋内の閉鎖的な空間で，人と人とが至近距離で，一定時間以上交わることによ

って，患者集団（クラスター）が発生する可能性が示唆されます。そして，患者集団（ク

ラスター）が次の集団（クラスター）を生むことが，感染の急速な拡大を招くと考えら

れます。 

・全国の若者の皆さんへのお願い 

若者世代は，新型コロナウイルス感染による重症化リスクは低いです。 

でも，このウイルスの特徴のせいで，こうした症状の軽い人が， 

重症化するリスクの高い人に感染を広めてしまう可能性があります。 

皆さんが，人が集まる風通しが悪い場所を避けるだけで， 

多くの人々の重症化を食い止め，命を救えます。 


